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• レクチンマイクロアレイ（LMA）は、試料中の糖タンパク質上糖鎖の構造的

特徴を迅速かつ簡便に取得する糖鎖解析技術である。本技術をレーザー
マイクロダイセクション（LMD）と組合せることで、組織切片上の微小領域に
発現する糖タンパク質の糖鎖プロファイリング法を確立した。

• LM-GlycomeAtlasは、本技術により取得できる「組織グライコームマップ」
データの視覚的理解と利活用促進のため開発したウェブツールである。

本ウェブツールは、日本糖質学会により公式認定された糖鎖科学ポータル
GlyCosmos Portalにて公開している。

• 本発表では、Ver.2.0のインターフェースを活用し、加齢に伴う心臓におけ
る糖鎖変化を示すデータを追加したので報告する。

https://glycosmos.org/lm_glycomeatlas/index
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レクチンマイクロアレイ（LMA）技術

Kuno et al. Nat Methods (2005)

• レクチンー糖タンパク質の相互作用を数値化 （糖鎖プロファイル）

• エバネッセント波励起型スキャナーによる検出 → 高感度な分析 （サブngオーダーの糖タンパク質）

• 糖タンパク質から糖鎖を遊離させる必要がない → 迅速かつ簡便に分析可能

• タンパク質上のN型・O型糖鎖の両方を分析可能

45種のレクチン

アレイスキャナー
(GlycoStation Reader)

レクチンアレイチップ
(LecChip)

蛍光標識
糖タンパク質

エバネッセント光
による励起

試料中の糖タンパク質上糖鎖の構造的特徴を迅速かつ簡便に取得する糖鎖解析技術
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LMA技術による組織糖鎖プロファイリング

レーザーマイクロダイセクション（LMD）
による組織片の回収

レクチンマイクロアレイ（LMA）
による比較糖鎖プロファイリング

疾
患

正
常

組織切片上の微小領域（5 μm厚、>0.1 mm2）に発現する糖タンパク質の糖鎖プロファイリング法を確立

Zou*, Yoshida*, Nagai-Okatani* et al. Sci Rep (2017)

Nagai-Okatani et al. Int J Mol Sci (2019)

Nagai-Okatani et al. Methods Mol Biol (2022)
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組織糖鎖の“見える化”ツール：LM-GlycomeAtlas

Narimatsu et al. JPR (2018) : concept

Nagai-Okatani et al. Molecules (2019) : Ver.1.0

Nagai-Okatani et al. JPR (2021) : Ver.2.0

• 組織糖鎖解析データを視覚的に理解するためのウェブツール
• 最新版（Ver.2.1）では、マウス14組織の500以上のLMAデータと

42の組織染色画像が閲覧可能

523
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LM-GlycomeAtlas Ver.2.1における新規データ：
加齢に伴う正常マウス心臓の糖鎖プロファイル変化の解析

実験スキーム 組織糖鎖プロファイル

組織全体画像

Itakura Y et al. (preprint) https://doi.org/10.21203/rs.3.rs-960240/v1

糖鎖を指標とした経時的な心臓組織の状態把握と機能変化の
解明を目的とし、世代の異なる正常マウス（C57BL/6NCrSlc）の
心臓組織の糖鎖プロファイルを比較評価した。

https://doi.org/10.21203/rs.3.rs-960240/v1
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LM-GlycomeAtlasの活用方法①

１．組織を選択 ２．部位を選択 ３．LMD画像・LMAデータの表示

４．LMAデータのダウンロード

• LM-GlycomeAtlas画面上で、組織全体画像やLMDによる切り出し
画像、LMAデータを閲覧することができる。

• また、ユーザー自身による再解析のため、LMAデータ（Excel形式）
をダウンロード可能である。
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LM-GlycomeAtlasの活用方法②

また、レクチン染色など各種染色法により染色した
組織切片の画像データ（拡大縮小可能）を高解像
度で表示可能である。

５．染色画像データの選択 ６．選択した画像データの表示

LV HE 1 LV PSR 1

LV MT 1 LV WFA-WGA 1
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今後の展開について

現状は組織レクチンアレイデータのみ
→別手法で取得したデータも追加可能に

Lectin-based
Multimodality

今後、新規リポジトリシステムの開発と並行して、LMAに限らず、

レクチンを活用した糖鎖解析手法で取得したデータも表示可能
なツールとして、本データベースを拡張させていきたい。
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